
                  
 

今
年
度
も
、
山
形
県
蚕
糸
業
会

支
援
事
業
と
し
て
、
ま
ゆ
の
里
事
業

「
染
め
織
り
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 全

５
回
の
講
習
（
織
物
工
芸
家
・

川
合
ひ
さ
子
氏
講
師
）
が
終
わ
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
織
り
上
げ
た
マ

フ
ラ
ー
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 十

一
月
一
日
（
日
）
～
十
一
月
十

五
日
（
日
）
ま
で
、
夕
鶴
の
里
語
り
部

の
館
に
て
展
示
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。 

受
講
生
の
方
は
、
自
分
の
マ
フ
ラ
ー

と
、
他
の
方
の
マ
フ
ラ
ー
の
違
い
な
ど
、

じ
っ
く
り
見
て
い
ま
し
た
。
同
じ
材
料

で
染
め
上
げ
た
真
綿
で
も
、
班
ご
と

に
色
の
違
い
が
出
た
り
、
一
色
で
織

り
上
げ
て
も
平
坦
な
色
に
な
ら
な
い

な
ど
、
全
て
手
作
り
で
作
り
上
げ
た 

  

 

            
マ
フ
ラ
ー
の
奥
深
さ
に
、
よ
り
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
資
料
館
見
学
で
来
館
さ
れ

た
お
客
様
も
、
真
綿
で
織
ら
れ
た
マ
フ

ラ
ー
と
い
う
珍
し
い
展
示
に
、
興
味

津
々
で
し
た
。
展
示
に
興
味
を
持
っ
て

来
館
し
て
下
さ
っ
た
方
も
多
く
、
是

非
受
講
し
て
み
た
い
、
と
い
う
お
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。 

          

  

               

煮
る 

                         

                                      
   

↓乾燥させていた繭を

煮ます。蚕糸業に携わ

っていた方にご教示頂

きました。  

↑煮た繭から、さな

ぎを取 り出 します。

慣れた手つきですば

やく終了！  

↓真綿を染めます。

今年はキハダ、さくら

んぼで染色です。  

↑染め上がると、

キハダは鮮やかな

黄色、さくらんぼは

淡いピンク色に。  

↓黄色い繭を使って、

こんな作品も・・・♪繭

には、色んな可能性が

あります。 

↓コンパクトな卓上機織り

機で、マフラーを織っていき

ます。デザインも計算しな

がら織り上げます！ 

↑染めた真綿 を紡

ぎます。１人６～７枚

の真綿で、１２０ｃｍ

くらいのマフラーが出

来上がります。 

織 り上 がる と 、

軽くてあたたかい

マフラーの完成

です♪１ ０ ０％

絹 糸 で出 来 た

マフラーのあたた

かさは、手放せ

なくなります！ 



    
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
南
陽

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
、
「
南

陽
こ
ど
も
芸
術
祭
」
に
、
民
話
の
語
り

を
学

ん
だ
子

供

た
ち
が
出

演

し
ま

す
！ 南

陽
こ
ど
も
芸
術
祭
は
、
南
陽
市

芸
術
文
化
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、

『
南
陽
市
の
芸
術
文
化
活
動
に
取
り

組
む
子
ど
も
た
ち
の
発
表
の
場
を
数

多
く
創
り
、
子
ど
も
た
ち
の
芸
術
文

化
活
動
の
意
欲
の
向
上
と
習
得
し
た

芸
術
文
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

こ
れ
か
ら
の
南
陽
市
の
芸
術
文
化
の

担
い
手
や
鑑
賞
者
を
育
む
と
共
に
、

心
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ

と
』
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度

で
第
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
と
し
て
出
演
す

る
子
ど
も
た
ち
は
、
本
番
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
！ 

 
 

 
 

              

民
話
会
ゆ
う
づ
る
は
、
他
の
地
域

で
語
り
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
会
と
、

交
流
会
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
も
あ
り

ま
す
。
九
月
と
十
一
月
に
、
県
外
の

語
り
部
の
会
の
皆
様
と
、
交
流
会
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

九
月
は
新
潟
県
「
あ
が
の
お

話
の
会
」
の
皆
様
と
、
意
見
交

換
や
互
い
の
語
り
の
披
露
を
行

い
ま
し
た
。
民
話
会
の
現
状
や

課
題
な
ど
を
話
し
合
い
、
大
変

充

実

し
た
時

間

と
な
り
ま
し

た
。 

    
   

 
十
一
月
は
福
島
県
「
西
会

津
語
り
の
会
」
の
皆
様
の
研
修

会

と
言

う
事

で
、
ミ
ニ
交

流

会
！
を
兼
ね
て
、
民
話
会
ゆ
う

づ
る
の
語
り
を
聴
い
て
頂
き
、

質
問
や
談
話
な
ど
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

          

大
変
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
ご
来
館
頂
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                                         

     

二
〇
一
五
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
、
い
よ
い
よ
冬
本
番
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
夕
鶴
の
里
で
も
雪

囲
い
を
終
え
、
冬
へ
の
準
備
を
着
々
と

進
め
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
は
、
い
き
な
り
の
大
雪
が
根

雪
と
な
り
、
夕
鶴
の
里
で
も
除
雪
に

お
わ
れ
ま
し
た
。 

除
雪
車
が
駐
車
場
を
除
雪
す
る

際
、
無
断
駐
車
の
車
が
あ
る
と
、
除

雪
の
妨
げ
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
大

変
危
険
を
伴
い
ま
す
。 

ど
う
か
、
冬
期
の
無
断
駐
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
事
前
に
ご
連
絡
い

た
だ
け
ま
す
と
、
除
雪
の
前
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

  
 

    

  

 

夕鶴の里を施設貸出でご利用の皆様へお願いです。  

夕鶴の里では、資料館見学や民話の語りを聴きに、県内

外から多くのお客様にご来館頂いております。休館日以外

は、貸館以外の来館者の方も夕鶴の里にいらっしゃいま

す。施設内や駐車場の使い方で、お客様にご迷惑となって

いる場合があります。どうか、他にもご来館の方がいらっ

しゃるのだと言う事を心がけて、使用して頂きますようお

願いします。  

★申請した後、申請書は使用日前

にあらかじめ夕鶴の里まで提

出してください。  

★退出前に、トイレの電気と換気

扇も確認してください。  

 

★駐車場だけを使う時も、事前に

夕鶴の里までご連絡下さい。  

（事前にご連絡くださる方が増

えております。ご協力ありがと

うございます。）  

昨年の雪の様子  


